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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成21年3月26日(2009.3.26)

【公表番号】特表2008-532485(P2008-532485A)
【公表日】平成20年8月21日(2008.8.21)
【年通号数】公開・登録公報2008-033
【出願番号】特願2007-553214(P2007-553214)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｍ   1/00     (2006.01)
   Ｂ８２Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/78     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｍ   1/00    　　　Ａ
   Ｂ８２Ｂ   1/00    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  21/78    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月26日(2009.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）入口ポートと、
　（ｂ）出口ポートと、
　（ｃ）上記入口ポートおよび上記出口ポートの中間にあり、上記入口ポートおよび上記
出口ポートと液体連通する結合チャネルとを有し、
　上記チャネルの表面の少なくとも一部が核酸の不均一集団を結合するために有効な未改
質の平坦ガラス表面である装置。
【請求項２】
　上記核酸は二本鎖ＤＮＡまたは一本鎖ＤＮＡまたはＲＮＡである請求項１記載の装置。
【請求項３】
　上記核酸の不均一集団を計量する手段をさらに有する請求項１記載の装置。
【請求項４】
　カオトロピック塩溶液から核酸の不均一集団を補足する方法であって、核酸の不均一集
団を含有するカオトロピック塩溶液を核酸を固定化するのに有効な平坦ガラス表面に接触
させるステップを有する上記方法。
【請求項５】
　固定化された上記核酸は二本鎖ＤＮＡまたは一本鎖ＤＮＡまたはＲＮＡである請求項４
記載の方法。
【請求項６】
　固定された上記核酸を洗浄するステップをさらに有する請求項４または５記載の方法。
【請求項７】
　固定された上記核酸を上記ガラス表面から開放して開放された核酸を取得するステップ
をさらに有する請求項４または６記載の方法。
【請求項８】
　開放された上記核酸を計量するステップをさらに有する請求項７記載の方法。
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【請求項９】
　（ａ）入口ポートと、
　（ｂ）出口ポートと、
　（ｃ）上記入口ポートおよび上記出口ポートの中間にあり、上記入口ポートおよび上記
出口ポートと液体連通する結合チャネルとを有し、
　上記チャネルの表面の少なくとも一部が核酸の不均一集団を結合するために有効な結合
試薬で階質される装置。
【請求項１０】
　上記結合試薬は二本鎖ＤＮＡまたは一本鎖ＤＮＡを結合するために特異的であるか、ま
たはＲＮＡを結合するために特異的である請求項９記載の装置。
【請求項１１】
　上記結合試薬は核酸指示蛍光分子である請求項９記載の装置。
【請求項１２】
　上記結合試薬はＤＮＡインターカレーターおよびＤＮＡマイナーグルーブバインダーか
らなるグループから選択され、または、上記試薬はベンズイミド、ビスベンズイミド、お
よびビスベンズイミドアミンからなるグループから選択される請求項９記載の装置。
【請求項１３】
　上記結合試薬は、Ｈｏｅｃｈｓｔ３３２５８の誘導体、またはシアニン誘導体、または
チアゾールオレンジ誘導体である請求項９記載の装置。
【請求項１４】
　溶液から核酸の不均一集団を補足する方法であって、核酸を含有するカオトロピック塩
溶液を、核酸の不均一集合を結合するのに有効な結合試薬によって改質された表面に接触
させて上記表面上に固定化させた核酸を取得するステップを有する上記方法。
【請求項１５】
　上記結合試薬は二本鎖ＤＮＡまたは一本鎖ＤＮＡを結合するために特異的であるか、ま
たは上記結合試薬はＲＮＡを結合するために特異的である請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　上記結合試薬の蛍光を測定して上記表面に固定化された上記核酸の不均一集団を計量す
るステップをさらに有する請求項１４記載の方法。
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